
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

FAX・押印の原則廃止に取り組んだ学校
の割合 0% 0% 100% 100% 100%

不合理な手入力作業の一掃に取り組んだ
学校の割合 100% 100% 100% 100% 100%

クラウド環境を活用した校務DXの徹底に
取り組んだ学校の割合 100% 100% 100% 100% 100%

3.学校から保護者へ発信するお便り・配
布物等をクラウドサービスを用いて一斉配
信している学校の割合

100% 100% 100% 100% 100%

9.１人１台端末を児童生徒に持ち帰らせ、
家庭で利用できるようにしている学校の割
合

100% 100% 100% 100% 100%

19.職員間の情報共有や連絡にクラウド
サービスを取り入れている学校の割合 100% 100% 100% 100% 100%

教育委員会及び学校が教育DXを推進す
る際に取り組むことが望ましい項目を実現
する上で障害となる課題

教育委員会及び学校が教育DXを推進す
る際に取り組むことが望ましい項目を実現
する上で障害となる課題の解決策

校務系ネットワーク・システム等の現状分
析や、望ましい校務の在り方に関する検
討の計画
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・次第にクラウドベースのシステムに入れ替わっていくことが想定される
ため、現行のネットワーク・システムを次世代校務システムに対応できる
よう更改を検討する。また、毎年度情報収集し、望ましい校務の在り方
の検討を進める。

・学校管理職を対象とする研修会の開催、専門家の学校訪問による支
援、校長会・教頭会等での情報共有
・保護者を対象とするウェブサイト等による情報発信
・GIGAスクール運営支援センターやICT支援員による支援、ビギナーを
対象とする研修会の開催

・学校管理職の理解や関与
・保護者の理解
・ICTを苦手とする職員への支援
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